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は
じ
め
に

　
二
棚
一
八
年
一
棚
月
三
棚
日
、
韓
国
の
大
法
院(

最
高
裁
判
所)

は
戦
時
に
日
本
製
鉄
に
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
徴

用
工
に
よ
る
訴
訟
へ
の
判
決
を
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
戦
時
の
朝
鮮
人
の
強
制
動
員
を
、「
日
本
の
不
法
な

植
民
地
支
配
や
侵
略
戦
争
の
遂
行
に
直
結
し
た
日
本
企
業
の
反
人
道
的
不
法
行
為
」
と
し
、
強
制
動
員
被
害
へ
の

慰
謝
料
請
求
権
を
認
め
ま
し
た
。
判
決
文
で
は
こ
の
権
利
を
略
し
て
、「
強
制
動
員
慰
謝
料
請
求
権
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
一
一
月
二
九
日
に
は
、
三
菱
重
工
業
広
島
と
三
菱
重
工
業
名
古
屋
で
の
強
制
労
働
に
対
し
て
も
、
大
法

院
は
同
様
の
結
論
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
は
強
制
動
員
被
害
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
と
い
う
画
期
的
な

も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
日
本
政
府
は
強
制
動
員
の
実
態
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
判
決
を
国
際
法
違
反
と
み
な
し
ま
し
た
。
そ
し

て
韓
国
に
対
し
て
輸
出
管
理
の
強
化
を
名
目
と
し
た
経
済
報
復
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で

は
反
韓
国
を
煽
る
記
述
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
徴
用
は
強
制
労
働
で
は
な
い
、
問
題
は
解
決
済
み
だ
と
す
る
主

張
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
本
当
に
強
制
労
働
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
判
決
は
国
際
法
違
反
で
し
ょ
う
か
。
問
題
は
解
決
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
書
で
は
、
日
本
政
府
や
企
業
の
資
料
を
利
用
し
て
戦
時
の
強
制
動
員
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
側
が
戦
後
の
日
韓
請
求
権
協
定
に
お
い
て
、
植
民
地
支
配
を
不
法
と
認
め
る
こ
と
な
く
、
韓
国
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側
の
請
求
を
経
済
協
力
で
処
理
し
た
経
過
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
強
制
動
員
判
決
の
意
義
と
動
員

被
害
者
の
救
済
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
強
制
動
員
の
経
過
、
強
制
動
員
の
数
、
強
制
労
働
の
実
態
、
未
払
金
処
理
の
概
要
、
日
韓
請
求
権
交
渉

の
問
題
点
、
韓
国
大
法
院
判
決
の
意
義
、
日
本
政
府
の
対
応
の
問
題
点
、
植
民
地
責
任
を
と
る
こ
と
の
意
義
の
順

に
み
て
い
き
ま
し
ょ
う(

文
中
敬
称
略
、
企
業
名
の
製
鐵
は
製
鉄
と
記
載)

。

3 はじめに
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第
１
章
　
朝
鮮
人
強
制
動
員
の
経
過

１
　
徴
用
工
と
は

　
は
じ
め
に
徴
用
工
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
国
家
総
動
員
法
の
下
で
労
務
動
員
計
画
が
立
て
ら
れ
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
と
朝
鮮
人
が
労
務
動
員
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
労
務
動
員
は
一
九
三
九
年
か
ら
は
「
募
集
」、
四
二
年
か
ら
は
「
官
斡あ
っ

旋せ
ん

」、
四
四
年
か
ら
は
「
徴

用
」
の
形
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
動
員
の
た
め
に
警
察
署
内
に
協
和
会
を
設
立
し
て
朝
鮮
人
を
監

視
し
、
動
員
数
に
あ
わ
せ
て
警
察
官
を
増
員
し
ま
し
た
。
一
九
四
四
年
に
は
軍
需
会
社
を
指
定
し
、
そ
れ
に
よ
り
、

動
員
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
も
軍
需
徴
用
し
ま
し
た
。

　
軍
務
動
員
で
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
志
願
兵
、
一
九
四
四
年
か
ら
は
徴
兵
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
を
動
員
し
ま
し
た
。

ま
た
、
軍
の
労
務
の
た
め
に
工
員
、
傭
人
、
軍
夫
な
ど
、
軍
属
と
し
て
も
動
員
し
ま
し
た
。
軍
や
事
業
所
関
係
で

「
慰
安
婦
」
と
し
て
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
も
い
ま
し
た
。

　
動
員
数
を
み
れ
ば
、
日
本
へ
の
労
務
動
員
が
約
八
棚
万
人
、
軍
人
・
軍
属
な
ど
の
軍
務
動
員
が
約
三
七
万
人
で

す
。
ほ
か
に
、
南
洋
、
樺
太
、
満
洲
に
も
労
務
動
員
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
内
で
も
勤
労
報
国
隊
、
官
斡
旋
、
徴

用
な
ど
で
労
務
動
員
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
労
務
や
軍
務
で
の
動
員
を
朝
鮮
人
の
強
制
動
員
、
あ
る
い
は
強
制
連
行
と
い
い
ま
す
。
徴
用
工
と

は
、
こ
の
よ
う
な
動
員
政
策
に
よ
っ
て
日
本
を
は
じ
め
各
地
に
連
行
さ
れ
、
労
働
を
強
い
ら
れ
た
人
び
と
の
こ
と

で
す
。
し
た
が
っ
て
徴
用
工
と
は
強
制
動
員
被
害
者
を
示
す
も
の
で
す
。

２
　
募
集
に
よ
る
動
員

　
で
は
、
募
集
に
よ
る
日
本
へ
の
労
務
動
員
は
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
九
三
七
年
か
ら
の
中
国
へ
の
全
面
戦
争
に
よ
り
、
総
力
戦
態
勢
が
と
ら
れ
、
一
九
三
八
年
四
月
に
は
国
家
総

動
員
法
が
、
一
九
三
九
年
七
月
に
は
国
民
徴
用
令
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
動
員
に
先
立
ち
、
同
年
六
月
に
は
中
央

協
和
会
が
設
立
さ
れ
、
各
地
に
協
和
会
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
七
月
、
労
務
動
員
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

「
朝
鮮
人
労
務
者
内
地
移
住
ニ
関
ス
ル
件
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
募
集
の
名
に
よ
る
朝
鮮
人
の
労

務
動
員
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
保
安
課
が
作
成
し
た
『
高
等
外
事
月
報
』
の
第
二
号(

一
九
三
九
年
八
月)

に
は
、
募
集
に

よ
る
動
員
方
針
を
示
す
「
朝
鮮
人
労
働
者
内
地
移
住
ニ
関
ス
ル
方
針
」、「
朝
鮮
人
労
働
者
募
集
要
綱
ⅶ(

内
地
側)

、

「
朝
鮮
人
労
働
者
募
集
並
取
扱
要
綱
ⅶ(

朝
鮮
総
督
府
側)
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
九

月
か
ら
朝
鮮
現
地
で
の
募
集
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
募
集
と
い
っ
て
も
動
員
計
画
に
よ
る
も
の
で
す
。
企
業
は
地

方
長
官
経
由
で
政
府
・
厚
生
省
に
動
員
希
望
数
を
出
し
、
厚
生
省
の
承
認
を
得
た
後
に
、
総
督
府
か
ら
朝
鮮
人
を

募
集
す
る
道
と
郡
の
指
定
を
う
け
、
現
地
の
官
憲
と
協
力
し
て
募
集
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

5 第 1 章　朝鮮人強制動員の経過



　
慶
尚
北
道

キ
ョ
ン
サ
ン
プ
ク
ド

に
は
開
拓
労
務
協
会
、
慶
尚
南
道

キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

に
は
内
鮮
協
会
な
ど
の
官
制
組
織
が
あ
り
、
募
集
企
業
は
寄
付
金

を
出
し
て
、
動
員
を
委
ね
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
郡
で
面(

行
政
区
分)

の
職
員
や
警
察
の
協
力
に
よ
り
、
企
業

に
よ
る
集
団
募
集
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
強
権
的
な
朝
鮮
総
督
府
の
警
察
機
構
を
利
用
し
た
、
国
策
に
よ

る
強
制
的
な
集
団
動
員
で
し
た
。
一
棚
月
に
入
り
、
募
集
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
北
海
道
や
福
岡
の
炭
鉱
な
ど
に
連
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
四
一
年
二
月
、
政
府
・
内
務
省
は
、「
朝
鮮
人
労
務
者
移
住
促
進
ニ
関
ス
ル
緊
急
措
置
ニ
関
ス
ル
件
」
で
、

朝
鮮
人
の
日
本
へ
の
集
団
移
住
を
う
な
が
し
、
縁
故
に
よ
る
渡
航
者
に
つ
い
て
も
鉱
業
へ
と
動
員
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
ま
す
。
ま
た
、
争
議
を
防
止
し
、
動
員
者
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
家
族
の
呼
び
寄
せ
も
認
め
ま
し
た
。
同
年

四
月
、
内
務
省
の
「
労
務
動
員
計
画
実
施
ニ
伴
フ
所
謂
縁
故
ニ
ヨ
ル
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
移
住
取
扱
ヒ
ニ
関
ス
ル

件
」
に
は
、
縁
故
に
よ
る
渡
航
者
五
棚
棚
棚
人
分
の
割
当
表
が
つ
い
て
い
ま
す
。
縁
故
に
よ
る
渡
航
者
を
一
九
四

一
年
度
の
労
務
動
員
計
画
に
充
当
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
縁
故
に
よ
る
渡
航
者
も
ま
た
、
募
集
に
よ
る
動
員

に
組
み
込
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

　
動
員
を
担
う
た
め
、
朝
鮮
総
督
府
内
に
一
九
四
一
年
六
月
、
朝
鮮
労
務
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

年
一
一
月
に
は
、
国
家
統
制
に
よ
り
石
炭
統
制
会
が
設
立
さ
れ
、
石
炭
の
増
産
と
労
働
者
の
確
保
が
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

３
　
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
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募
集
に
よ
る
動
員
か
ら
約
二
年
が
経
ち
、
一
九
四
二
年
度
か
ら
は
、
労
務
動
員
計
画
か
ら
国
民
動
員
計
画
に
名

称
を
変
え
、
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
侵
略
戦
争
の
拡
大
に
よ
り
、

労
働
力
の
需
要
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
動
員
が
強
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
官
斡
旋
の
動
員
は
一
九
四
二
年
二
月
の
「
朝
鮮
人
労
務
者
活
用
ニ
関
ス
ル
方
策
」
の
閣
議
決
定
に
よ
っ
て

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
は
「
朝
鮮
人
内
地
移
入
斡
旋
要
綱
」
を
策
定
し
、
総
督
府
の
下
に
置
か
れ
た

朝
鮮
労
務
協
会
を
利
用
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
に
よ
る
承
認
を
得
た
企
業
に
、
朝
鮮
総
督
府
へ
と
朝
鮮
人
労
務
者

斡
旋
申
請
書
を
提
出
さ
せ
、
郡
単
位
で
人
々
を
駆
り
あ
つ
め
、
隊
組
織
を
編
成
し
、
軍
事
的
な
集
団
訓
練
を
お
こ

な
っ
た
う
え
で
動
員
し
た
の
で
す
。
ま
た
政
府
は
同
年
二
月
、「
移
入
労
務
者
訓
練
及
取
扱
要
綱
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
労
務
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
人
を
職
場
で
管
理
し
、
統
制
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

　
同
年
三
月
の
鉄
鋼
統
制
会
の
会
議
で
は
、
日
本
製
鉄
八
幡
・
輪わ

西に
し

、
日
本
鋼
管
川
崎
・
扇
町
、
中
山
製
鋼
尼
崎
、

日
亜
製
鋼
尼
崎
、
宮
製
鋼
本
社
、
徳
山
鉄
鈑
、
東
洋
鋼
鈑
下
松
、
日
本
特
殊
鋼
管
砂
町
、
内
外
製
鋼
船
堀
、
日
本

鋼
業
本
社
へ
の
朝
鮮
人
の
動
員
計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
鮮
人
を
集
め
る
道
や
郡
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
鋼
統
制
会
は
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
に
対
応
し
、
日
本
製
鉄
京
城
事
務
所
に
係
員
を
常
駐
さ
せ
ま
し
た(

「
半
島
人

労
務
者
移
入
ニ
関
ス
ル
件
」)

。

　
増
加
す
る
朝
鮮
人
の
動
員
に
対
応
し
、
同
年
五
月
に
は
、
山
口
県
の
下
関
で
石
炭
統
制
会
、
鉱
山
統
制
会
、
鉄

鋼
統
制
会
、
土
木
工
業
協
会
な
ど
が
朝
鮮
人
労
務
者
輸
送
協
議
会
を
も
ち(

下
関
会
議)

、
動
員
の
申
し
込
み
を
総

督
府
の
労
務
課
に
す
る
こ
と
や
、
東
亜
旅
行
社
が
輸
送
を
担
当
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
す
。
ま
た
、
現
場
か
ら

逃
走
す
る
朝
鮮
人
が
多
い
た
め
、
同
年
八
月
に
は
、「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
逃
走
防
止
対
策
要
綱
」
が
示
さ
れ
、
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逃
走
防
止
の
た
め
の
会
合
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
中
央
協
和
会
の
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
ⅶ(

一
九
四
二
年)

に
は
、
一
九
四
二
年
六
月
ま
で
に
全
国
三
九
六

か
所
に
一
七
万
四
一
七
棚
人
が
動
員
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
動
員
先
の
事
業
所
の
名
称
や
事
業
所
ご
と
の
動
員
数

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
務
動
員
を
す
す
め
る
た
め
に
、
労
務
報
国
会
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
年
で
満
期
を
迎
え
る
動
員
者

に
対
し
て
、
一
九
四
二
年
一
棚
月
、
就
労
期
間
延
長
督
促
班
が
編
成
さ
れ
、
主
要
な
現
場
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
国
内
の
朝
鮮
人
を
海
軍
の
労
務
要
員
と
し
て
徴
用
す
る
た
め
に
、
一
九
四
二
年
九
月
に
「
半
島
人
各
府
県

別
割
当
人
員
表
」
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
で
は
、
朝
鮮
人
が
横
須
賀
、
三
重
の
津
、
千
葉
の
八や

重え

原は
ら

、

茨
城
の
阿あ

見み

、
広
島
の
呉く
れ

、
大
竹
、
佐さ

世せ

保ぼ

、
舞
鶴
、
鳥
取
の
大お
お

篠し
の

津づ

な
ど
の
軍
用
工
事
現
場
に
動
員
さ
れ
て
い

ま
す
。
軍
の
労
務
要
員(
軍
属)
と
し
て
朝
鮮
人
の
徴
用
が
、
労
務
動
員
と
は
別
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

彼
ら
も
徴
用
工
で
す
。

　
朝
鮮
人
だ
け
で
な
く
中
国
人
や
連
合
軍
捕
虜
も
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
か
ら
の
強
制
連
行
に
む
け
、
一
九
四

二
年
一
一
月
に
「
華
人
労
務
者
内
地
移
入
ニ
関
ス
ル
件
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
駆
り
集
め
ら
れ
た
中
国
人
は
契

約
労
働
者
と
偽
装
さ
れ
、
約
四
万
人
が
日
本
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合
軍
捕
虜
は
約
三
万
六
棚
棚
棚
人

が
日
本
に
連
行
さ
れ
、
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

４
　
徴
用
に
よ
る
動
員
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労
務
動
員
で
は
、
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
の
実
施
か
ら
二
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
な
か
、
一
九
四
三
年
一
二
月
に

軍
需
会
社
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
一
九
四
四
年
一
月
、
日
本
製
鉄
、
三
菱
重
工
業
、
中
島
飛
行
機

な
ど
主
要
な
重
化
学
工
場
が
、
四
四
年
四
月
に
は
、
三
井
鉱
山
や
三
菱
鉱
業
を
は
じ
め
、
主
要
な
炭
鉱
が
軍
需
会

社
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で
働
く
人
々
は
徴
用
扱
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
軍
需
徴
用
、
ま
た
は
現
員
徴
用
と
い
い
ま
す
。
募
集
や
官
斡
旋
で
動
員
さ
れ
、
現
場
に
残
っ
て
い
た
朝
鮮
人
も

徴
用
扱
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
軍
需
徴
用
さ
れ
る
と
、
知
事
か
ら
徴
用
告
知
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
者
は
二
年
契
約
の
も
の
が
多
く
、
一
九
四
四
年
の
四
月
以
降
、
帰
国
を
求
め
る
朝
鮮
人
が

増
え
、
争
議
も
起
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
四
月
に
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
ノ
契
約
期
間
延
長
ノ

件
」
を
出
し
て
、
定
着
を
強
要
し
ま
し
た
。
朝
鮮
現
地
で
は
官
斡
旋
に
よ
る
動
員
が
続
け
ら
れ
ま
す
が
、
動
員
へ

の
抵
抗
に
よ
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
人
数
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
、
植
民
地
の
行
政
事
務
を
内
務
省
管
理
局
が
管
轄
し
て
い
ま
し
た
が
、
内
務
省
は
朝
鮮
に
担
当
者
を
派

遣
し
、
状
況
を
報
告
さ
せ
て
い
ま
す
。
内
務
省
管
理
局
か
ら
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
小
暮
泰
用
に
よ
る
復
命
書(

報

告
書)

は
一
九
四
四
年
七
月
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
官
斡
旋
で
の
朝
鮮
現
地
で
の
動
員
を
「
人
質
的
略
奪
」、

「
拉
致
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
甘
言
で
騙だ
ま

し
て
連
れ
て
く
る
、
こ
れ
を
欺ぎ

罔も
う

に
よ
る
連
行
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
で
き
な
く
な
る
と
暴
力
的
な
拉
致
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。
現
地
の
動
員
担
当
者
は
よ
り
強
力
な
動
員
態
勢
を
求

め
、
徴
用
の
発
動
に
よ
る
動
員
を
願
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
一
九
四
四
年
八
月
、「
半
島
人
労
務
者
ノ
移
入
ニ
関
ス
ル
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
九

月
か
ら
は
徴
用
に
よ
る
労
務
動
員
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
す
。
徴
用
は
、
政
府
・
厚
生
省
が
地
方
長
官
経
由
で
各
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企
業
に
割
当
数
の
認
可
を
伝
え
、
企
業
は
徴
用
申
請
書
を
政
府
・
軍
需
省
経
由
で
朝
鮮
総
督
府
に
提
出
し
、
総
督

府
の
下
で
道
知
事
が
徴
用
を
発
令
す
る
と
い
う
形
で
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
総
督
府
の
鉱
工
局
に
勤
労
動
員

課
が
お
か
れ
、
動
員
業
務
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
一
月
、
中
央
協
和
会
は
中
央
興
生
会
に
改
組
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
九
四
五
年
一
月
に
は
、
軍
需
充
足
会
社
令
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
土
建
業
や
港
湾
・
運
輸
業

の
労
働
者
も
徴
用
扱
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
六
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
「
徴
用
忌
避
防ぼ
う

遏あ
つ

取
締
指
導
要
綱
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
徴
用
忌
避
の
動

き
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
要
綱
で
は
徴
用
忌
避
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
家
族
、
親
戚
、
愛
国
班(

日
本
に

お
け
る
隣
組)

か
ら
代
わ
り
に
人
を
送
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
六
月
に
至
る
ま
で
、
現
地
で

は
割
当
数
を
満
た
す
た
め
に
執
拗
な
動
員
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
へ
の
動
員
は
六
月
で
終
わ
り
ま
す
。

５
　
日
本
へ
の
労
務
動
員
数

内
務
省
「
労
務
動
員
関
係
朝
鮮
人
移
住
状
況
調
」

　
日
本
本
土
へ
の
労
務
で
の
朝
鮮
人
の
強
制
動
員
数
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
内
務
省
警
保
局
の
理
事
官
だ
っ
た
種
村
一
男
が
残
し
た
資
料
の
な
か
に
警
察
の
予
算
請
求
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
日
本
国
内
の
朝
鮮
人
を
監
視
し
て
い
た
内
鮮
警
察
に
よ
る
統
計
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
一
九
四
三
年
一
二
月
末
現
在
の
「
労
務
動
員
関
係
朝
鮮
人
移
住
状
況
調
ⅶ(「
昭
和
二
棚
年
度
追
加
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